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第４回次世代育成支援対策地域協議会 会議録

開 催 日 時 平成１６年１２月１５日（水）午後７時３０分から午後９時１０分

開 催 場 所 総合福祉保健センター４階研修室

委員出席者 中井愃雄、桑原良祐、小木曽宏、小磯俊一、皆川清子、寺島幸子、三ツ橋の

ぞみ、原田紀子、小川英子、山田ルミ子、松村幸江、田澤進二郎、加藤義雄、

笹川種夫、伊藤伸一、石富幸美、秋山晃子、川上智且、山崎彰美、並木正子、

中台茂、青木学（欠席者：松尾靖子、湯原由香）

（以上敬称略）

湊明彦（児童家庭課長）、河崎さち子（子育て支援センター所長）、染谷正事務局出席者

明（児童家庭課長補佐）、福留浩子（健康管理課長補佐）、鈴木きみ子（児

童家庭課保育係長）、相馬由美子（児童家庭課道野辺保育園長）、泉谷芳伸

（児童家庭課児童福祉係長）、佐山佳明（児童家庭課主査）、今井崇徳（児

童家庭課主事）

１ 会長挨拶

２ 会議録署名人の指名

（決定事項）

○今回の会議は、寺島委員と伊藤委員を会長が会議録署名人として指名する。

３ 議 題

①「かまがやこどもサポートプラン（素案）」について

・事務局湊課長から資料「かまがやこどもサポートプラン（素案）」に基づき説明

あり。

Ａ委員：施策体系表の太枠には何か意味があるのか☆印は。

湊課長：現在事務局で考えている最重点施策である。

Ｂ委員：基本方針が「子ども」、「家庭」、「地域」となっているが、子どもの

「たくましく生きる力を育むまちづくり」の中に重点施策がないが、何故

か。

湊課長：この部分については、事業としてまだ具体的な取り組みがないことから重

点施策として取り上げられていない。この５年間の間に事業化を目指す。

Ｃ委員：保育園の保育指針はあくまでも指針である。幼稚園の指導要領は法律であ

り、準じる云々のレベルではなく従わなければならない。そこの所を理解

して欲しい。

Ｄ委員：産まれてきた子どもに対する計画としては良くできている。またこれから

の人たちが産みたくなるであろう計画だとは思うが、少しその部分が弱い。

少子化白書には、第２次ベビーブームの世代に対する今後５年が好機だと

記されている。ここを逃すと合計特殊出生率が低下していってしまうので

は。

子どもサポートプランであればこれで良い。少子化対策としての計画では

弱い。その辺を事務局としてはどう考えているのか。

湊課長：次世代育成支援対策法では大きな流れが二つある。少子化対策は閣僚レベ

ルで討議されている。国家レベルで取り組むべき施策であると考えて少子

化白書もつくった。一市町村でどうこうできるレベルではない。
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もう一つの流れとしては、地域でできることについて、市町村が次世代育

成という名称で行動計画を策定して実施していく。我々としては、鎌ケ谷

市としてできることを計画化せざるを得ない。国の施策に関する部分につ

いては、なかなか事業化できないのが現実。

Ｄ委員：良く解ったが、自分としては歯がゆい。何か直接的な施策があればなと思

う。

湊課長：（雑談ではあるが）過疎的なところでは結婚相談所を行政が実施している

ところもある。少子化対策もあるが、過疎対策を目的とした定住化として。

しかし首都圏、人の往き来の激しい所では行政が結婚相談所を行うことは

難しい。

Ｄ委員：子どもが成長し、結婚して、幸せな家庭を作り、子どもを産む喜び、育て

る喜びを充分認識できるような施策が本来的には欲しい。

Ｃ委員：いまの若いお母さんたちは、地域作りがすごく下手。隣に誰が住んでいる

かも知らない中で子育てをしている。幼稚園の中でも親が友達を作れない。

地域作りをもう少し進めないと、市がサポートしても入ってこれない親が

たくさん出てくるのでは、その辺をもう少し具体的に。

Ｅ委員：本日具体的に聴きたいポイントを事務局、具体的に示して欲しい。

湊課長：計画名、基本理念、３つの基本方針についての意見を聴きたい。

（決定事項）

○素案に対し意見等があれば１２月２８日までに児童家庭課に送付する。

②今後の日程について

・事務局佐山係員から資料に基づき説明あり。

Ｆ委員：意見を述べて、その結果について論じることができないのでは意見を出す

意欲がわかない。素案の公表の前に協議会を開いて欲しい。

湊課長：皆様からいただいたご意見で大幅な修正があるとすれば、開催を考えなけ

ればならないと考えるが、軽微なものであれば会長一任でお願いしたい。

Ｆ委員：修正案でもう一回は開いて欲しい。必要であれば何回でも。

（決定事項）

○１月中に再度協議会を開く。

会 長：本日の会議はこれにて終了します。ご協力ありがとうございました。

以 上
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会議録署名人署名

以上、会議の経過を記載し、相違ないことを証明するため、次に署名する。


